
安全はお客様と会社を守る

株式会社 大一電化社 代表取締役 上田 隆



創 業： 1959年 家庭向け家電販売

業態変更： 1999年 エスプレッソマシン輸入販売

本社：奈良県天理市

東京SR（2018年3月開設）：東京都墨田区押上

（企画部・海外部・営業部・販売部・修理工房・総合管理部）

社員 9人・パート社員 １０人

設置協力会社：約20社（日本全国対応）

・カフェ・レストラン（新規開業含む）や家庭使用のお客様からのご相談に
よる商談とWEBBカートからのご注文



企業ポリシー：「安全はお客様と会社を守る」

社是：「お客様の期待を超える」

企業使命：「日本に本物のエスプレッソ文化を広める」

1. 一人でも多くの方に本物のエスプレッソ、カプチーノの美味しさを広める

2. 日本中のバリスタ、カフェ、レストラン、新規開業店から必要とされる会社となる

3. 日本のどこででも日常的に本物のエスプレッソ、カプチーノが飲める文化を創る



２０１３年１１月 ＰＳアワードの存在を知る

エントリーすれば専門家や行政機関のアドバイスをいただけるかも・・・

しかし当社のような零細企業には製品安全対策だけにコストをかけ続ける体力はない

ならば製品安全対策を進めることで売り上げが上がる「仕組み」を再構築しよう

当社の輸入基準や整備方法・アフターサービス力そして法令順守など万全を期しているつもりだが客観的・公的な評価が欲しかった。

製品安全は当社の最重要事項

２０１３年以前

海外から輸入、販売・修理をしている当社にとって、その製品の安全性は最重要事項であった

専門家や行政機関の公平で客観的な評価が欲しかった。

「4つの視点」をもとに資料作成に着手するも何も書けない→自社の製品安全は普通すぎて特徴として発表できない

自社の製品安全対策は、あまりにも守りの姿勢であったことに気づかされた

製品安全対策を自社の武器にできないか



２０１４年１月 ４つの視点を押さえつつ販売力強化になる「仕組み」作りに着手

安全な製品を仕入れ・販売するための取り組み 製品を安全に使用してもらうための取り組み

出荷後に安全上の問題が判明した際の取り組み 製品安全文化構築への取り組み

自社の利益構造・強みと弱み・展望を誰よりもわかっていて、それを変える権限を持つのは中小零細の社長だからこそ

これが社長である私の一番大切な仕事ではないのか

現状の会社の輸入・整備・販売・アフターサービスの仕組みを４つの視点に分類し、それぞれに理想像を描く

当社の仕組みの作成手順

理想に近づけるための問題点を洗い出し、改革の優先順位を決める

自社のストロングポイントを列挙し、それを軸に改革案を練る

→当社の最大の強みはＷＥＢサイトの発信力と直接販売であった

大切なことは製品安全対策を進めることが売上と利益の増大に直結する仕組みであること



２０１５年11月 初エントリー・1次審査通過・２次審査で落選

プレゼンでの審査員からの質問やその後の講評を基にさらに改革を推進

２０１６年11月 商務流通保安審議官賞受賞（経済産業大臣賞 該当企業無し）

受賞の喜びよりも、いままでご購入いただいたお客様に対し責任を果たせていたことに安堵

２次審査まで進んだことで、社員に少しづつ自信と自主性が芽生え始める

経済産業大臣賞までの軌跡

２０１５年５月 WEBサイトをリニューアル

製品の使い方、メンテナンス、消耗品交換など圧倒的情報量で他社サイトとの差別化を図る

主要ワードの検索順位が軒並みトップグループに入る

ショップサイトと公式サイトを分け情報発信量を大幅に増やした

検索順位が上がりアクセス数が急増

しかし、社員のベクトルはなかなか揃わない

その為に、他社にはない新しい製品安全の施策を次々に実施した

１位無しの２位に終わったので来年は大臣賞を目指す目標を立てる



２０１８年１１月 経済産業大臣賞受賞

２０１８年２月 東京ショールームオープン

製品安全対策と営業力強化の両立を推進すべく社内のベクトルが揃う

２０１７年11月 技術総括・保安審議官賞受賞（経済産業大臣賞 該当企業無し）

経済産業大臣賞までの軌跡

サイトアクセス数が伸び続け、 ３年連続で販売実績が二ケタ成長となる

社員が自発的に製品安全のための工夫をするようになる

本社と東京の２か所から製品安全に関する様々な情報を発信

安心感と信用を生むことになり在京大手からも注目されるようになる

２０１９年３月 本社ショールーム コーヒー自家焙煎事業スタート

２０１９年６月 本社敷地内に検査・点検・整備・修理の拠点を新築計画（１１月完成予定）



９：製品安全対策の必要性を全社員・全パート社員が共有

安全な製品を仕入れ・販売するための取り組み

製品を安全に使用してもらうための取り組み

出荷後に安全上の問題が判明した際の取り組み

製品安全文化構築への取り組み

弊社の特徴

安全にお使いいただく為に、製品の入り口から出口まですべて自社で行う

１：エスプレッソマシン・グラインダーの主力商品を全て直輸入、全品直接販売、全品自社修理

２：Ｄａｉｉｃｈｉ品質を宣言し、独自の高い安全基準で全品検査

３：二つのWEB,SNS,ブログを連動させた強力な発信力を駆使して安全対策と販売促進を同時に推進

５：マシン修理を使用年数別、機種別に分析し、データを製品安全に活用すると同時に見込み修理を行う

６：創業より直接販売にこだわり販売先をすべて把握

８：「輸入→整備→WEB制作→営業→販売→発送→修理」のすべてを自社で行う。

７：メーカー直輸入・全品直接販売・全品自社修理ゆえにメーカーと緊密に連携し、的確な安全対策

４：取り扱い全製品の消耗品をWEBサイトから簡単に購入できるようにし、その交換方法を写真と動画で詳しく説明



連動した二つのWEB,SNS,ブログの強い発信力を駆使した安全対策と販売促進

ショップサイト
公式サイト ブログ



製品安全対策情報を発信しアクセス数アップ

多彩な目次

詳細な写真情報

内部構造を説明

写真と図解を駆使

圧倒的な情報量



製品安全対策情報を使ってアクセス数アップ

各商品ページには電気・水道関係の注意事項を掲載



メンテナンス動画で詳しく説明 動画数は、１２０動画、総再生数は約４８万回（２０１８年１月）

製品安全対策情報を使ってアクセス数アップ



消耗品パーツを簡単に購入でき、交換方法を動画で詳しく説明 メンテナンスが効率用出来るようにオリジナル商品の開発（近日発売）

製品安全対策情報を使ってアクセス数アップ



二つのWEBサイトとSNSとブログと動画が相互に連携

公式フェイスブック

動画スタッフブログ

ショップサイト

公式サイト

メンテナンスに関するテーマがそれぞれの媒体で説明され、相互リンク

見たい情報が確実に探せる仕組みが出来ている



使うシーンを考えた工夫の数々

保管も便利・濡れた手でも使えるラミネート冊子 説明書を見る前の注意事項はその部分に直接紙を貼って注意喚起



PCがない厨房ではスマホでチェック

使うシーンを考えた工夫の数々

３つのアプローチで知りたい情報が素早く探せる

項目をクリックすれば詳しく説明

該当する場所をクリックすれば詳しく説明

毎回・毎日・定期的と期間別に説明



機種別の故障状況を使用年数別に調査

３）正しい使用方法やクリーニング法を無料フォローアップセ

ミナー・WEBサイト・動画・ブログ・FBで徹底的に啓蒙活動

１）機種により故障しやすい部品が異なる

２）機種別・使用年数別に故障する箇所が予想できる

３）早期故障の主な原因はお客様の日々のクリーニング不

足と無理な使用状況が原因

１）メーカーに部品変更など具体的に改善要求

２）修理預かりの際、使用年数による見込み修理を施し

将来の故障リスクを軽減する

メーカー直輸入・全品直接販売・完全自社修理だからできる



本社ショールーム
正しい使い方・クリーニング法のフォローアップセミナーの定例化

本社・東京ショールームで顧客向け無料セミナー

東京ショールーム

新人が講師を務める



海外製品を直輸入している当社にとっての最重要課題は製品安全と法令順守でした。

２０１３年１１月 初めてPSアワードの存在を知ってから６年間。

「お客様を守るための製品安全対策が結果的に自社の経営をも守る」という信念のもと、４つの視点を軸に社内改革を強力に

進めてまいりました。

その結果、業績向上と同時に社員の能動的動きが生まれ、東京ショールームとコーヒー豆自家焙煎所のオープンや２０１９年

今年秋には整備・修理の工場新築の計画も可能になりました。

・厳重な輸入審査とダイイチ品質という高い出荷基準

・画像と動画を駆使した強力な二つのＷＥＢとSNS・ブログを用いたメンテナンスの啓蒙と消耗品販売

・創業より一貫して直接販売を続けた結果、販売先をすべて把握している絶対の安心感

・奈良本社と東京のショールームでの無料フォローアップセミナーの定期開催と協力業者向け技術セミナー

・全製品を自社修理することで集めた修理データをもとにメーカーに改善要求し、セミナー・WEBサイトに反映

企業ポリシー

「安全はお客様と会社を守る」



製品安全対策は当社の太い根っこであり、そのお陰で安定した経営という幹ができ、将来に向かって実を結ぶ。

まさしく企業発展の原動力となると確信しています。

製品安全対策は単にコストがかかるという発想ではなく、これを推し進めることが経営の強力なエンジンに変わり、

生まれた利益が製品安全をさらに完全に近づけ、また新たな利益を生む。

そして、それが他社との差別化になるという上昇スパイラルな関係を現したのがこの企業ポリシーなのです。

すべてはお客様に当社の製品を安全に末永くお使いいただくために幾重にも築かれた製品安全のための砦です。

この強固な砦は、お客様が当社をお選びいただく理由の一つとなり販売に大きく貢献してくれています。

企業ポリシー

「安全はお客様と会社を守る」



御静聴ありがとうございました。

株式会社 大一電化社 代表取締役 上田 隆

安全はお客様と会社を守る


